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  6 月や

ま か い ど
う

1. 下
し も が み

上遺跡の発掘調査（宇都宮市）

土偶及びミニチュア土器重なり合った竪穴住居跡の完掘状況 ( 北から )

■平成 21 年度栃木県内の発掘調査情報

称名寺式土器



3. 国指定史跡那
な す か ん が

須官衙遺跡周辺の発掘調査（那珂川町）

新たに確認された区画溝の
北西コーナー (東から )

竪穴住居跡遺物出土状況（西から）

瓦葺建物跡（ ）全景

中央部敷石遺構確認状況（西から）

2. 上
かみこうぬし

神主・茂
も ば ら か ん が

原官衙遺跡の発掘調査（宇都宮市・上三川町）



5. 唐
からさわやまじょうせき

沢山城跡の発掘調査（佐野市）

4. 烏
からすやまじょうあと

山城跡の発掘調査（那須烏山市）

家中屋敷調査状況（石組溝）

隼人屋敷西斜面石積み状況

土師質土器出土状況

古本丸東側突出部分断ち割り状況（南から）



6. 史跡樺
かばさきでらあと

崎寺跡の発掘調査（足利市）

墳丘埴輪出土状態（西から）

前方部横穴式石室　玄室部分（南から）

7. 吾
あ づ ま

妻古墳の発掘調査（壬生町・栃木市）

史跡樺崎寺跡遠景 (東上空より )

園池北部東岸の岬の護岸（南西から）



栃木県総合文化センターロビー展示

変形蕨手文鏡

奈良時代の家から出土した古墳時代の鏡

8. 平
ひらいでじょうあと

出城跡の発掘調査（宇都宮市）

東外堀調査状況（北から）

方形竪穴遺構
（奥に土鍋が出土：北東から）

当センターが保管する遺物について、栃木県総合文化センターと埋蔵文化財セン
ターのロビーで展示を行っています。近くにおいでの際はお立ち寄り下さい。



◎市町教育委員会が実施した発掘調査
●記録保存のための発掘調査

●遺跡の内容を明らかにするための発掘調査

●史跡整備のための発掘調査

右図の番号は下表の番号に一致します。

番号 遺跡名 市町名 主な時代

㉓
上神主 ・

　　　茂原官衙遺跡

宇都宮市

上三川町
奈良〜平安

㉔ 樺崎寺跡 足利市 中世

㉕ 祇園城跡 小山市 中世

（本調査を実施した遺跡の一覧。確認調査は除外した。）



番号 遺跡名 市町名 主な時代

㉚ 吾妻古墳
栃木市　　　

壬生町
古墳

㉛
圃場整備地内遺跡　

　（久下田中遺跡等）
真岡市 古墳〜平安

㉜ 西刑部西原遺跡 宇都宮市 古墳〜平安

㉝ 上金枝Ⅰ ・Ⅱ遺跡 さくら市 古墳〜中世

㉞ 舟場平遺跡 那珂川町 古墳〜中世

㉟ 田島持舟遺跡 足利町 弥生〜中世

㊱ 平出城跡 宇都宮市 中世

㊲ 薬師堂遺跡 高根沢町 中世〜近世

㊳ 小鍋内Ⅱ遺跡 さくら市 縄文 ・古墳〜中世

㊴ 北ノ内遺跡 市貝町 縄文 ・古墳〜中世

■平成 21年度栃木県発掘調査動向

本県発掘調査の届け・通知の件数は平成 17 年度から増加していましたが、平成 21 年度は減少に

転じました。埋蔵文化財センターでも、国等から委託され実施してきた大規模開発に伴う発掘調査

はほぼ終了し、県の土地基盤整備事業と道路建設に伴う発掘調査が中心でした。さくら市小鍋内Ⅱ

遺跡、市貝町北ノ内遺跡、那珂川町舟場平遺跡、宇都宮市西刑部西原遺跡では竪穴住居跡など古墳

時代から平安時代の集落跡が確認されています。3 年目となる吾妻古墳の調査では、石室内部の調

査が実施され石室の構造などが明らかとなりました。宇都宮市平出城跡の調査では、城の東側を区

画する大溝や東門付近の内郭を区画する溝と広場や馬場を想定される施設があったことも明らかと

なりました。

つぎに、市町等が実施した発掘調査を時代順に見ていきます。旧石器時代では、矢板市高原山黒

曜石原産地遺跡群剣ケ峯地区の調査が継続して行われました。縄文時代では、山頂部から縄文時代

早期の集石遺構や東北や中部地方の文様の土器が出土した茂木町大峰山遺跡。渡良瀬川河川敷の中

期の集落である足利市奥戸遺跡、後期の敷石住居跡をはじめたくさんの竪穴住居跡や土坑が発見さ

れた宇都宮市下上遺跡の調査が行われました。古墳時代では、終末期の古墳では全国でも珍しい二

重周溝が確認された壬生町車塚古墳のほか、西方町稲荷山古墳群、栃木市城内町古墳群、栃木市マ

ガキ 1 号墳などの学術調査が実施されました。集落では宇都宮市西刑部西原遺跡、鹿沼市竜地遺跡

などで古墳～平安時代にわたる集落跡が調査されています。古代では、上三川町と宇都宮市の国指

定史跡上神主・茂原官衙遺跡で人名瓦がたくさん出土した瓦葺建物跡の柱の位置や基壇の確認調査

が実施され、幅１ｍほどの建物を囲むような敷石遺構が確認されました。また、那珂川町那須官衙

遺跡では、これまで未調査だった南側から、これまでの正倉など 4 ブロックの区画溝をはるかにし

のぐ幅５ｍの溝が発見され、新たな区画溝の可能性が指摘されています。中・近世では、城館跡の

調査が多く実施されました。宇都宮市岡本城跡・多気城跡、那須烏山市烏山城跡などでは現況把握

や範囲確認のための調査が実施されました。佐野市唐沢山城跡では、隼人屋敷で石垣に直交する石

積みや家中屋敷では石組溝、御台所の石列などが発見され、城の構造が明らかになりつつあります。

小山市祇園城跡では小山御殿の一部と予想される礎石建物跡が確認されました。また、足利市樺崎

寺跡では、園池東岸で多宝塔を臨むようなところに岬が新たに確認され、今後復元整備が進められ

る予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（埋蔵文化財センター調査部長　初山 孝行）

◎埋蔵文化財センターが実施した発掘調査◎その他の機関が実施した遺跡の
　内容を明らかにするための発掘調査



■巡回展　栃木の遺跡　ー最近の発掘調査成果からー

縄文時代

　奥
お く ど

戸遺跡（足利市）・・・・・

　下
しもがみ

上遺跡（宇都宮市）・・・・

　下
しもにしはら

西原遺跡（宇都宮市）・・・

古墳時代

　寺
てらのひがし

野東遺跡（小山市）・・・・

　西
にしおさかべにしはら

刑部西原遺跡 ( 宇都宮市）・

　小
こ な べ う ち

内鍋Ⅱ遺跡 ( さくら市）・・

　北
き た の う ち

ノ内遺跡 ( 市貝町）・・・・

　吾
あ づ ま

妻古墳 ( 壬生町・栃木市）・

　藤
ふ じ い

井 39 号墳 ( 壬生町）・・・

奈良・平安時代

　森
もりうら

後遺跡（さくら市）・・・・

　鳥
と り い ど

井戸遺跡（宇都宮市）・・・

平安時代・中近世

　西
に し も の い

物井遺跡 ( 真岡市）・・・・

中世

　西
に し ね

根 2 遺跡 ( 岩舟町）・・・・

　下
しもかげ

陰遺跡（真岡市）・・・・・

　傾
けいせいづか

城塚遺跡 ( 佐野市）・・・・

　烏
からすやまじょう

山城跡 ( 那須烏山市）・・

　祇
ぎおんじょう

園城跡（小山市）・・・・・

展示遺跡と主な展示資料

深
ふかばち

鉢（食べ物を煮炊きするなべ）

磨
すりいし

石・多
たこうせき

孔石（木の実を磨りつぶす道具）

深鉢（食べ物を煮炊きするなべ）

土
ど ぐ う

偶・石
せきぼう

棒・ミニチュア土器（まじないの道具）

深鉢（食べ物を煮炊きするなべ）

甕
かめ

（食べ物を煮炊きするなべ）

高
たかつき

坏（食べ物を盛るうつわ）

甕（食べ物を煮炊きするなべ）

甕（食べ物を煮炊きするなべ）や坏
つき

（食器）

埦
わん

（食器）・鉄
てつぞく

鏃（鉄製の矢じり）

円
えんとう

筒・靱
ゆき

・家（古墳の周りに立てられた埴輪）

耳
じ か ん

環（死者の装身具）・埴輪

坏（文字が描かれたうつわ）

甕（食べ物を煮炊きするなべ）

杯（食器類）・碁
ご い し

石

【平安時代】杯（食器類）・【中近世】下
げ た

駄・木
き づ ち

槌

　　　　　　

漆
うるしわん

椀・蓋
ふた

（漆塗りのうつわ）

常
とこなめおおがめ

滑大甕（水や酒を貯蔵した甕）

陶
と う じ き

磁器（中国から輸入された陶磁器）

壁に掛けられた神仏像

かわらけ（素焼きの坏）

陶磁器（中国から輸入された陶磁器）

かわらけ・陶器（食器類）・硯
すずり
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　開催館のご案内

栃木県では、毎年多くの発掘調査が実施されております。その成果をできるだけ早く、県民の皆様にご覧
いただくために、毎年「巡回展　栃木の遺跡」を開催しております。今年も県南・県央・県北の県立 3施設
において、下記の日程で開催します。ぜひ、ご来場ください。

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館
平成 22 年 4月 24 日（土）〜 6月 13日（日）
下野市国分寺 993　℡ 0285-44-5049

栃木県立博物館
平成 22 年 7 月 17 日（土）〜 9月 12日（日）
宇都宮市睦町 2-2　℡ 028-634-1311
○展示解説　8月 21日　
　　　　　14：30〜 15：30　定員 30 名

栃木県立なす風土記の丘資料館
平成 23年 2月 5日（土）〜 3 月 21日（月）
展示会場は小川館になります
那珂川町小川 3789　℡ 0287-96-3366
○遺跡発表会・風土記の丘成果発表会
　2月 20 日（日）10：00〜　定員 60名

利用案内（3館共通）
開館時間　9：30〜 17：00
　　　　　（入館は 16：30まで）
休館日　　月曜日 (祝日・休日を除く）
　　　　　祝日・振替休日の翌日

※都合により展示資料が変更になることがあります。


